
ワークショップのまとめ

テーマ：支援者や地域の大人として、こどもや保護者にできそうなこと

カテゴリー：①こどもや親へのかかわり方や支援について

【団体】

〇学童保育

〇習い事の先生(身近な大人として

の関り)

〇個人店経営(地域の大人としての

関り)

〇プレコンサポーター

〇こどもと親の居場所（子育てママ

の居場所）

〇ファミリーサポートセンター

〇学校での助言指導

〇子育てひろば

〇こども食堂

〇不登校支援

今、やれてる！

自己肯定感

今後できそうなこと

こんな意識をもてると、もっと良くなる！

〇子どもの声を聴く（親に言えないことも）

〇共感する（否定しない）、認めることで支える

〇気持ちを軽くしてあげる

〇ティーチングではなくコーチング 声を引き出すことが大事
【地域・民間・学校】

・行政からの委託が多い（行政が動かないと動けない）

・色々な活動をしている人はいるが点である

・みんなつながりたい思いはあるが余裕がない

→援助・教育が必要

・声かけすると不審者扱いされる

・学校の先生も虐待について学んでほしい

【親】

・情報過多で親も疲れている

・転入だとママ友いない

・面前DV：加害側を改善させるハードル高い、警察事にならないと行政は動けない、

発見できない

・よほど辛くないと行政には相談しずらい

・支援が必要な人へのアプローチが難しい

・虐待に至る前に誰かが助けてくれる、SOSを出していいという経験が必要

・最初の一歩を踏みだすのに勇気がいる

【子】

・自己肯定感の低下が連鎖する→面前DV

・子どもは虐待を受けてもなかなか話ができない

・いじめられた子は心をシャットダウンしてしまう

・親に言えない子もいる

おやまの子をみんなで育てよう

〇地域の大人意識・地域連携

〇ピンチをチャンスに

〇声をあげられる支援

居場所の充実 地域づくり

つながる人がたくさんいる

心の居場所 虐待防止

地域活動で居場所→寺子屋に

こどもが楽しく本音の言える場所

大人とこどもがコミュニティをつくっていく

何かあった時、行ける場所がたくさんある環境

（楽しい・食・ピア・いつも空いてる）

こどもも安心していけるように

お店のドアに小山市のネットワークのマークをつける

学校にいける支援につながる居場所

自分自身の地域を知る

地域で解決する（公民館の利用）

隣同士のつながりをもつ

気軽に相談できる、本音がいえる場所をつくる

みんなで一緒に食べたり活動する機会を増やす

地域や近所に気軽るに話ができる

スポットづくり 支援団体が情報をもつ

一人一人のニーズを大切にし、ネットや市HPでつ

ながりやすくする

学校ごと地域ごとにラウンドテーブル

を実施する

地域のおばちゃんたちの力をかりる

多世代交流

支援が必要な子のサポート

行政と連携

網目の支援

こうなったらいいな

★こどもが自分で居場所に行けるようにする

★外国人のケア充実

★面前DV：加害側を改善させる

★小さな困りごとから関わる

★活動している人達がいろんな所に行けるように
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